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５
月
12
日
㈭
、
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
が
主
催
す
る
、
会
員
を
対
象
に
し
た
「
障

害
基
礎
年
金
学
習
会
」が
活
動
セ
ン
タ
ー「
い

ん
く
る
」
を
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
方
式
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
我
が
子
の
年
金
申
請
時
期

（
20
歳
）
が
迫
っ
て
き
た
。」「
ま
だ
時
間
は

あ
る
が
事
前
に
内
容
を
知
っ
て
お
き
た
い
。」

「
現
在
、
年
金
は
取
得
し
て
い
る
が
継
続
手

続
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
た
い
。」
と
い
っ

た
保
護
者
の
皆
さ
ん
14

名
で
す
。（
会
場
に
７

名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

者
が
７
名
）

　

学
習
会
の
進
行
は
教

育
施
策
推
進
部
の
一
條

部
長
が
、
ま
た
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
長
江
会
長

が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
学
習
会

で
は
、
資
料
と
し
て
先

輩
会
員
が
申
請
し
た
際

の
「
申
立
書
」
を
用
意

し
、
標
題
に
あ
る
「
保

護
者
向
け
学
習
会
用
Ｄ

Ｖ
Ｄ
」
を
活
用
し
て
行

い
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

�

　

〈
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１　
30
分
〉

『
障
害
基
礎
年
金
の
基
本
の「
き
」解
説
』

　
⑴�

障
害
基
礎
年
金
と
は
何
か

　
⑵�

な
ぜ
障
害
基
礎
年
金
が
大
事
か

　
⑶�

手
続
き
の
大
ま
か
な
段
取
り

　
⑷�

支
給
決
定
が
な
さ
れ

た
ら

　
⑸�

決
定
等
級
に
不
服
、

不
支
給
や
却
下
の
時

　
⑹
ま
と
め

（
大
村
美
保
氏　
筑
波
大
学
人
間
系
障
害
科
学
域
）

　
�

　

〈
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２　
30
分
〉

『
社
会
保
険
労
務
士
が
質
問
に
応
え
て

（
Ｑ
＆
Ａ
）』

　

・
渡
辺　
伸
氏（「
親
な
き
あ
と
相
談
室
」主
宰

世
田
谷
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
会
長
）

　

�

　

　

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
・
２
を
併
せ
て
も
１
時
間
。

そ
の
後
、
質
問
を
交
え
な
が
ら
交
流
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
終
了
後
の
感
想
で
は
「
今
ま
で

聞
い
た
中
で
一
番
、分
か
り
や
す
か
っ
た
。」

「
短
時
間
で
終
了
し
負
担
が
少
な
か
っ
た
。」

「
資
料
が
具
体
的
で
良
か
っ
た
。」「
こ
う
し

た
機
会
が
ど
ん
ど
ん
あ
っ
た
ら
良
い
。」
と

大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
後
、
全
育
連
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
委
員

が
所
属
す
る
「
北
海
道
・
東
京
・
兵
庫
」
の
３

地
区
に
お
い
て
、
今
回
同
様
の
学
習
会
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
や

ご
感
想
を
集
約
し
、
反
省
を
踏
ま
え
、
６
月

末
を
め
ど
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
最
終
的
な
完
成
や
、

学
習
会
の
進
め
方
の
再
検
討
を
行
い
ま
す
。

７
月
、
全
育
連
と
し
て
研
修
会
を
開
催
し
、

修
了
者
が
中
心
と
な
り
、
全
国
各
地
に
勉
強

会
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

全
育
連
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
作
成　

保
護
者
向
け
学
習
会
用「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

障
が
い
者
基
礎
年
金
の
基
本
の「
き
」

申
請
手
続
き
等
を
分
か
り
や
す
く
解
説

【
障
害
基
礎
年
金
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

・�

知
的
障
害
の
あ
る
人
で
理
由
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
等

級
が
下
が
っ
た
り
、
支
給
を
切
ら
れ
た
と
す
る
声
が

全
育
連
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
会
の
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
に
「
年
金
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

詳
し
く
調
べ
、
そ
の
声
を
国
に
届
け
よ
う
と
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施
を
決
め
ま
し
た
。

・�

２
０
２
０
年
11
月
～
12
月
、
全
国
の
育
成
会
会
員
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
。
１
６
５
０
件
中

１
１
２
５
件
の
回
収
が
あ
り
、
か
つ
て
な
い
規
模
の

調
査
と
な
り
ま
し
た
。

・�

そ
の
結
果
、
国
へ
の
要
望
と
し
て
、
以
下
の
３
点
を

確
認
し
ま
し
た
。
①
重
度
の
人
が
利
用
で
き
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
。
②
「
知
的
障
害
」
は
状
態

変
動
の
無
い
障
害
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
。
③
判
定

基
準
の
実
態
と
基
準
の
明
確
化
を
。

　

�

ま
た
、
全
育
連
と
し
て
も
①
障
害
年
金
に
対
す
る
正

し
い
理
解
、
手
続
き
に
お
け
る
基
本
的
な
知
識
を
伝

え
る
学
習
会
実
施
モ
デ
ル
の
作
成
。
②
全
国
版
「
年

金
Ｑ
＆
Ａ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
作
成
に
努
力
す
る
こ

と
を
決
め
た
の
で
す
。（
＊
調
査
結
果
の
詳
細
は
全

育
連
Ｈ
Ｐ
に
Ｕ
Ｐ
さ
れ
て
い
ま
す
。）
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コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

安
心
、
安
全
な
大
会
と
す

る
た
め
、
昨
年
の
岩
見
沢

大
会
に
続
き
、
第
67
回
帯

広
大
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
）

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
中
心
に
な
り
準
備
を
す
す
め

て
き
た
帯
広
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
＊
以
後
「
帯

広
市
育
成
会
」）
と
、
十
勝
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
連
絡
協
議
会
（
＊
以
後
「
十
手
連
」）
で
す
が
、

当
初
は
集
合
型
で
の
大
会
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
け

に
、
全
道
の
育
成
会
関
係
者
に
は
大
変
、
ご
心
配
を

お
か
け
し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
「
十
手
連
」に
所
属
す
る
地

区
育
成
会
は
１
市（
帯
広
）、

８
町
（
新
得
、清
水
、豊
頃
、

本
別
、音
更
、鹿
追
、芽
室
、

大
樹
）、
１
村
（
更
別
）
に

あ
り
、
十
勝
管
内
の
約
半
数

に
及
ぶ
自
治
体
で
育
成
会
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
中
止
が
相
次
ぎ
、

集
ま
る
こ
と
自
体
が
難
し
い

状
況
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
昨
年
の
秋

頃
、
感
染
リ
ス

ク
の
減
少
傾
向

が
み
ら
れ
た
際

に
は
「
皆
さ
ん

の
喜
ぶ
顔
が
見

た
い
。」「
元
気

に
な
っ
て
ほ
し

い
。」「
悩
み
や

不
安
を
交
流
し
よ
う
。」
と
様
々
な
取
り
組
み
を
企

画
、実
施
し
た
十
勝
の
各
育
成
会
。
会
員
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
熱
意
に
は
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
全
道
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
を
進
め
た
ら
良
い
か
。
そ
れ
は
ホ
ス

ト
会
場
と
な
る
帯
広
市
育
成
会
任
せ
に
せ
ず
「
十
手

連
」
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
大
会
準
備
に
責
任
を
負
う
実
動

部
隊
、
実
行
委
員
会
の
委
員
長
に
「
帯
広
市
育
成
会

の
畑
中
会
長
」、
副
実
行
委
員
長
を
「
十
手
連
の
栗

林
会
長
」
に
お
願
い
し
、
実
行
委
員
と
し
て
「
帯
広

市
育
成
会
の
酒
井
副
会
長
、
十
手
連
の
事
務
局
長
を

務
め
る
私
、
久
保
」
と
、
万
全
の
体
制
を
組
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
に
実
施
さ
れ
た「
十
手
連
」総
会
で
は
、

各
市
町
村
か
ら
、「
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
意
思
が
示
さ
れ
、
栗
林
会
長
か
ら
大
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
の
具
体
的
な
提
案
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
、
各
市
町
村
で
の
取
り
組
み
目
標
が
示
さ

れ
、
参
加
の
仕
方
等
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。８
月
の
全
道
大
会
で
は
、

十
勝
の
育
成
会
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
を
ぜ
ひ
、ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
、
十
勝
管
内
の
会
員
や
ご
本
人
、
支
援

者
を
は
じ
め
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
市
民
の
方
々
は

帯
広
会
場
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
会
場
に

来
る
こ
と
が
出
来
な
い
道
内
各
地
の
皆
様
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
全
道
の
心
を
つ
な

ぎ
、
互
い
の
思
い
を
伝
え
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
の
手
で
、
全
道
大
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に
「
ど
ん
な
障
が
い
が
あ

っ
て
も
、
生
ま
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」
と
の
私

た
ち
の
願
い
を
広
げ
、
実
現
に
一
歩
で
も
近
づ
く
場

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
道
大
会
帯
広
大

会
の
「
開
催
要
綱
」

が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
５
月
10
日
、
帯

広
市
育
成
会
が
運
営

す
る
事
業
所
「
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
は
ま
な

す
」
を
会
場
に
実
行

委
員
が
集
ま
り
、
約

８
０
０
ヶ
所
に
及
ぶ
全
道
各
地
の
育
成
会
・
事
業
所
・

関
係
団
体
、
関
係
機
関
の
皆
様
へ
発
送
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
大
会
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ
後
三
ヶ
月
。
ど

う
か
、
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

大
会
へ
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
十
勝
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協
議
会

事
務
局
長　

久
保　

寧
男

＊�「
開
催
要
綱
」は
道
育
成
会
Ｈ
Ｐ
に
も
Ｕ
Ｐ
し
て
い
ま
す
。

全
道
の
市
町
村
育
成
会
の
力
を
お
借
り
し
ま
す
！

共
に「
帯
広
大
会
」を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
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今
後
の
予
定

６
月
４
日
㈯　

令
和
４
年
度　

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

　
　

８
日
㈬　

第
16
回　

本
人
の
会
全
道
交
流
会

　
　
　
　
　
　
「
ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
」準
備
会

　
　

14
日
㈫　

第
１
回　

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

　

日
頃
よ
り
、「
北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ

ー
ト
協
会
」
の
会
員
様
の
補
償
制
度
で
あ
る
、
生
活

サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
、
通
所
事
業
所
連

絡
協
議
会
を
は
じ
め
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
の
中
で
補
償
制
度
に
係
る
説
明
の

お
時
間
を
い
た
だ
き
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

か
つ
て
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
補
償
を
担
っ
て

い
た
育
成
会
様
の
独
自
の
共
済
制
度
は
、
国
に
よ
る

保
険
業
法
の
改
正
に
よ
り
廃
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
意
を
汲
む
形
で
２
０
０
６
年

に
誕
生
し
た
「
全
国
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト

協
会
」
の
補
償
制
度
は
、
早
い
も
の
で
発
足
か
ら
16

年
を
経
過
し
、
全
国
の
会
員
数
は
約
14
万
６
千
人
、

こ
こ
北
海
道
で
も
６
千
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
加
入

い
た
だ
き
、
会
員
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
会
の
会
員
様
か
ら
の
ご
要
望
が
き
っ

か
け
で
誕
生
し
た
、
親
な
き
あ
と
の
保
障
「
未
来
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
」
は
、「
親
あ
る
あ
い
だ
」
に
「
親

な
き
あ
と
」
を
、
親
御
様
自
身
に
ご
用
意
い
た
だ
く

こ
と
で
、「
ず
っ
と
、
不
安
だ
っ
た
将
来
の
事
が
解

消
さ
れ
、
大
変
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。」と
の
ご
感
想
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
で
は
、
一
昨
年

の
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
な
か
な
か
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
く
事
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
４
日
㈯
、
北
海
道
で
何
度

も
ご
講
演
を
さ
れ
、
非
常
に
好
評
で
人
気
の
高
い
、

「
又
村
あ
お
い
氏
」（
全
育
連
事
務
局
長
）に
よ
る「
知

的
・
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
住
ま
い
と
お
金
の
事
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
障
害
年
金
セ
ミ
ナ
ー
等
も

随
時
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
「
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
」
と
検
索
い
た
だ
き
、
少
し
で
も

ご
興
味
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
弊
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、お
申
込
み
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
で
は
引

き
続
き
、
育
成
会
の
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
に

耳
を
傾
け
、
知
的
障
が
い
者
の
皆
様
や
保
護
者
の

方
々
が
、
少
し
で
も
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
様
々
な
分
野
で
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

旧
優
生
保
護
法（
１
９
４
８
～
９
６
年
）下
で
不
妊

手
術
を
強
い
ら
れ
た
障
が
い
者
へ
の
救
済
法
が
成
立

か
ら
３
年
を
迎
え
ま
し
た
。
施
行
後
５
年
と
す
る
請

求
期
限
は
残
り
２
年
で
す
が
手
術
を
受
け
た
約
２
万

５
千
名
の
内
、
支
給
認
定
者
数
は
３
月
末
で
９
９
０

名
と
大
変
低
調
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
理
由

に
被
害
を
個
別
に
知
ら
せ
る
仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
救
済
制
度
を
参
考
に
一

時
金
を
３
２
０
万
円
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
が
国
の

違
憲
性
を
認
め
た
大
阪
高
裁
で
は
最
高
１
３
０
０
万

円
、
東
京
高
裁
で
は
１
５
０
０
万
円
の
賠
償
金
を
命

じ
ま
し
た
。

　

現
在
、
残
念
な
が
ら
、
国
は
判
決
を
不
服
と
し
て

上
告
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
者
弁
護
団
は
、個
別
通
知
の
導
入
や
、国
と
、

国
会
議
員
の
謝
罪
を
法
律
に
明
記
す
る
こ
と
、ま
た
、

一
時
金
の
増
額
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

国
会
議
員
を
含
む
３
５
０
名
が
参
加
す
る
集
会
が
本

年
５
月
10
日
、
参
議
院
会
館
で
開
催
さ
れ
「
地
域
ご

と
の
活
動
で
は
、
国
と
相
対
す
る
の
は
難
し
い
」
と

『
優
生
保
護
法
問
題
の
全
面
解
決
を
目
指
す
全
国
連

絡
会
』
が
発
足
し
ま
し
た
。

特 別 寄
稿日

頃
の
ご
支
援・ご
協
力
に
感
謝

引
き
続
き

各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
提
供

「
強
制
不
妊
手
術
問
題
」全
国
組
織
の
立
ち
上
げ

全
国
の
動
向

㈱ジェイアイシー
　北海道支店長

藤元　建一郎



障がい者の願いを実現することが事業所連絡協議会

の目的です。

私たちは、『経営』と『志』の統一を目指しています。

体力のある事業所も体力のない事業所も助け合います。

あなたの事業所の入会を待っています。

一般社団法人 ワークセンターらーふ
標津郡中標津町川西8丁目3番地2
電話（0153）74-0697 ／ FAX（0153）74-0698
e-mail　satou.shigeo@plum.plala.or.jp

★作業内容
☆野菜、果物、花苗の
　栽培と販売
☆手芸作品の制作と販売
☆砂糖袋解体、ホタテ貝
　洗浄、リサイクルゴミ
　分別
☆墓掃除、庭の除草等、
　除雪など

★就労継続支援Ｂ型事業所
☆利用者定員…20名

※豊かな自然に囲まれた環境の中でのびのびと
　作業ができ、おだやかに過ごせる場所。

手をつなぐ育成会げっぽう６月号 4


